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　県産材の安定取引や流通コスト削減のため、従来からの市場経由の方式に加え、中間土場や大規模工場への直送の取組
を進めています。

　県内の主な合板・製材工場等を紹介します。

県産材の安定取引県産材の安定取引

県内の主要工場の取組県内の主要工場の取組

県産材の流通・利用拡大県産材の流通・利用拡大

　鳥取県では平成１７年度から「森林環境保全税」を導入しており、引き続き第３期目（平成25～29年度）となる制度が
スタートします。
○趣旨：森林の持つ公益的機能の発揮のための森林整備及び森林を守り育てる意識の醸成
○税額：［個人］年間５００円、［法人］資本金に応じて年間１，０００～４０，０００円
○税収額：約１７０，０００千円／年

 県、地元市町村等が連携して森林所有
者と企業との架け橋となり、企業等の森
林保全に関する活動や事業を支援して
います。平成18年度から県内外の16企
業・団体が県内18箇所の森林保全・管
理協定を締結し、森林保全活動を実施
しました。

森林環境保全税森林環境保全税

とっとり共生の森とっとり共生の森

県民とともに進める森林づくり県民とともに進める森林づくり

　県有林での間伐などにより認証取得したJ-VERを企業に販売し、そ
の資金を県有林の森林整備に活用する「県有林J-VERプロジェクト」を
推進しています。また、同様の取組は県内各地に広がっています。

※J-VER制度は、カーボン・オフセットの普及のため、国内の森林整備によって生じ
た森林吸収量等を認証する制度として環境省が平成20(2008)年11月に創設
※カーボン･オフセットとは、他者が行う温室効果ガスの削減活動に投資すること等
により、自己の温室効果ガスの排出を埋め合わせること

J-VERJ-VER

　心身の健康維持・増進を目指す「森林セラピー」や、自然の中で保育を行う「森のようちえん」など、森林の癒し効果の
活用を推進するとともに、とっとり発の取り組みとして全国に発信しています。

森林セラピー、森のようちえん森林セラピー、森のようちえん

市　場

直　送

税収の主な使途

若桜木材協同組合（若桜町）

・平成４年に、大量生産による低コスト化を目的に、町
内５製材業者等が設立。
・工場が立地する若桜町内から原木を調達。
・ユーザーニーズに応じた多種多様な製品供給が可能
であり、乾燥ＪＡＳ材の安定供給に取組中。

株式会社オロチ（日南町）

・間伐材の高付加価値化を目的に、平成18年に第三セ
クターとして設立。
・主にスギ材を活用した単板積層材(LVL)を生産。
・地元の素材生産事業体等で組織する日南町木材生産
事業協同組合が原木を供給。

株式会社日新（境港市）

・平成12年に操業
を開始した県内
唯一の合板工場
であり、針葉樹構
造用合板を生産。
・近年は、県産スギ
材を始めとする
国産材の使用量
が増加。

協同組合レングス（南部町）

・県産スギ材の有効活用を目的に平成9年に設立され、
三層クロスパネルを製造販売。
・三層クロスパネルは、建築用材として、壁倍率や準耐
火構造の大臣認定を取得。

強度間伐実施による下層植生の回復

苗木の植栽

LVL・合板・製材工場

中間土場

森林セラピー

下草刈り

県有林 J-VER を活用したカーボン･オフ
セットの取組事例

森林体験企画等の支援 放置竹林の整備

森のようちえん
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※アース製薬(株)、鳥取県、兵庫県による共同開発

　「きのこ王国とっとりけん」をめざし、原木の確保、生産量の
増大、品質の安定化、基盤整備等による県産しいたけの一層の
品質向上と生産拡大に取り組んでいます。

　全農乾椎茸品評会において２年
連続３回目の団体優勝（平成24年度）

　県民の生命・財産を守るため、保安林の管理・保全に取り組んでいます。このため、気象害や松くい虫被害などにより公益的機能
の低下した保安林については、植栽や保育を実施しています。このほか、山崩れの予防・復旧工事も実施しています。

しいたけしいたけ

保安林・治山保安林・治山

　松くい虫からマツ林を守るため、駆除や予防対
策を実施しています。
　また、抵抗性クロマツ採種園を造成中であり、
平成２９年度頃には苗木の供給を開始できる予定
です。

松くい虫対策松くい虫対策

ほだ木に発生したしいたけ 雨や風による品質低下を防止

　冬季の季節風に伴う飛砂により、道路
や農地等に被害が発生

　飛砂害を防止するため、クロマツ等
を植栽して海岸林を造成

スギの厚板を活用した地震に強い壁や床の開発

　海岸林が成立し、農地や道路、集落
を飛砂害から保全

地域の方々が行うマツ林の保全活動への支援も行っています。

森林の保全

　鳥取県林業試験場では、県民の暮らしに密接に関わっている森林を健全に守り育てるとともに、
森林資源の循環利用を担う林業・木材産業の振興を図るための試験研究を行っています。

◎ 木材利用研究室◎ 木材利用研究室

試験･研究

松くい虫による被害 地域におけるマツ林保護活動

　カシノナガキクイムシによりナラ類（コナラ、ミズ
ナラ）が枯れる「ナラ枯れ」が県東部を中心に発生
しています。
　被害区域の拡大を防止するため、薬剤による駆
除を実施しているほか、粘着シートを使った新たな
予防・駆除方法の開発※も行っています。

ナラ枯れ対策ナラ枯れ対策

　ボランティア活動によるビニール被覆や粘着シート設置による
予防・駆除の取り組みも広がっています。

カシノナガキクイムシが侵入した木 粘着シートの設置

製材工場と協力して低コストで高品質な
人工乾燥材生産技術の開発

県産材の需要拡大に関する研究

　水音を聞いて地面の下を流
れる水みちの位置を調べ、山地
災害発生の防止に役立てる

コナラ・ミズナラをナラ枯れから守るための試験研究

◎ 森林管理研究室◎ 森林管理研究室

　作業道の盛土の締め固めに関して、施工
の良否を簡易に検査するための方法を開発 おもりを5回落下させた時の貫入量を亀裂の有無別に取りまとめ

判定区分を示した図(マサ土の場合)

<優良施工>
路肩・中心共に貫入量が25cm未満。締固めが最も
良好。亀裂の生じる危険性は極めて少ない。

森林・林業及び林地保全に関する研究

ナラ枯れの状況（被害木が枯死して褐色に変色）

捕獲された
カシノナガキクイムシ

粘着バンドによるカシノナガキクイムシの捕獲

＜中心軟弱＞
路肩より中心の貫入量が大きい。亀裂の生じる危
険性は少ないが，中心の締固め方法に対して指導
が必要。

＜全体軟弱＞
路肩・中心共に締固め不良。中心付近に達する亀裂
が生じる危険性あり。

<路肩軟弱>
路肩の締固め不良が顕著で亀裂が生じやすい。

定評のある品質の高さ


